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我が国における格差拡大、環境問題、

若者の将来における負担増などの問題は深刻であり「待ったなし」の状況。

家族形態や就労環境の変化により、人のつながりを通じたセーフティネットが

失われ、結果、独居老人、引きこもり、子育ての孤立化など「孤独」を感じやすい国に。

また、若い世代を中心に生活の利便性や物質的な豊かさの追求から、多様

性の中で自分らしさを追求する価値観に変わってきている。

持続可能な地域の経済・社会システムに転換し、

人がつながりの中で安心して生きていける地方を創る必要がある。

シェアリングエコノミーは新たなプラットフォームとしてその受け皿になり得る。

持続可能な共生社会を目指した地方創生を
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東京（渋谷区）と大分（豊後大野市）の二拠点生活

場所：大分県 豊後大野市 大野町 矢田地区　　　
　　過疎地域、消滅可能都市の農村集落

交通：大分空港から車 or 電車 で 2時間

住居：空き家バンクから借りた築90年の
        二階建て古民家と、10畳の離れ部屋、
　　　 倉庫２つ、蔵一つ、野球場サイズの畑と

２つの空き地 / 月2万

割合：大分3割 東京7割  コロナ後：逆転

地域との関わり： 部落に入会。水道や山を共同管理

自給自足率：感覚値* 東京と比較して３割
　(農作物、ゴミ（コンポスト）、水（湧水）、太陽光)

家 庭
離
れ蔵

倉
庫

倉庫 空き地
畑

この地域の良さ（自然との共生・文化・慣習・古民家など）を継承し、
この景色を残しながら、人が集う地域をつくっていきたい。

畑
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豊かさの価値観の変化

これまで これから

社会前提 成長 リスクと共存

資源前提 無限・集中 有限・分散

価値基準 所有 シェア

帰属意識 より大きなものに依存 より小さなものに複数依存

行動動機 利己的動機 利他的動機

個人資産 お金 つながり
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地方に求めるものの変化

これまで これから

魅力の基準 新しいもの すでにあるもの

魅力の対象 魅力的なサービス 魅力的な人・コミュニティ

魅力の質 潤沢な 余白のある

働きかた 地域の企業で働く 地域にとらわれず働く

暮らしかた 移住・別荘 多拠点生活（関係人口）

快適さ 交通の利便度 デジタルの利便度
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管理型から分散型の構造転換が必要
あらゆるセクターを越えたつながりをデジタルによって生み出し、

いくつもの網目のような多様な依存先をつくり、シェアすることで

持続可能な共助の地域社会をつくっていく。

地縁・企業をベースとした
セーフティネットの崩壊

人口減・税収減による
大きな公助の限界

必要としている人・持っている
人・企業がつながる

スキル・余白をフラットに
共有・循環させる

行き過ぎた生産・消費
における環境悪化



シェアリングエコノミーが

地方創生にもたらす可能性とは

06

シェアリングは、持続可能な地域の経済・社会システムに転換し、

人がつながりの中で安心して生きていける地方の創生に大きく貢献する。
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シェアリングエコノミーとは

シェアリングとは人と人、企業が、スキル・モノ・場所などのあらゆる資産の共同所有、売買、貸借り等
を行う「経済的機能」と地域のつながりを生み出し、新しいコミュニティを創造する　　「社会的機能」をもつ

概念。
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シェアリングエコノミーとは

個人が保有する資産を活用する   CtoC型 
企業が有する資産や公共資産をシェアする　BtoB型 BtoC /GtoC型

ボートのシェア

介護のシェア
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経済規模は過去最高 20年2兆1,000億円超え、30年には14兆円と予測*1

シェアリングエコノミーとは

○生活の充実度や幸福度向上・個人のいきがい、つながりやコミュニティを創出する 

*1 ICR情報研究所シェアリングエコノミー関連調査
2020年度調査結果
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従来のビジネス  シェアリングエコノミー 

顧客関係  生産者と消費者が 
分かれている 

生産者と消費者の境界線が 
あいまい 

提供価値  標準を意識  個別に特色 

利用価値  所有  共有 

付加価値  新しいものを生産  既製品・遊休資産に付加価値 

購買動機  価格・品質  つながり・社会意義 

購買基準  価格・品質・安全性  信頼 

シェアリングエコノミーとは

シェアリングエコノミーは、「つくらない・捨てない」 まま付加価値を生む。

 企業も人材のシェア、オフィスのシェア化などサステナブルな経営に変化
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シェアリングエコノミーとは

シェアリングエコノミー サービスは、SDGsの多くの項目に該当。調査結果では 

利用者が「ゴミの量が減った」「新品購入が減った」4人に1人が回答 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❶ 経済

使われていないモノやスキル、遊休資産の活用による 

経済効果と新しい産業・雇用の創出 

❷ 環境

大量生産・大量消費に代わる「つくらない・捨てない」

消費文化

❸ コミュニティの再生

CtoC普及による、つながり・たすけあい創出に寄与 

❹多様な働き方・ライフスタイルの実現

ALL世代 自分の得意やスキルを活かし、多様な選択肢が持てる 

シェアリングの価値
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持続可能なまちづくりとしてのシェアリングシティ
シェアリングエコノミーを活用して、少子高齢化や人口減少、空き家・空き店舗の増加、子育て・教育環境の
不足など地域が抱えるさまざまな課題を解決しようと取り組む自治体。余っている人、モノ、空間といった

遊休資産を活用し地域共助によって街づくりを行う。 2012年から世界各都市が推進。国内では 132自治体



自治体が地域の課題をシェアを活用し行政課題を解決する取り組み「シェアリングシティ」

4年連続政府成長戦略に記載、シェア・ニッポン 100を推進。2021年132の自治体事例の創出

持続可能なまちづくりとしてのシェアリングシティ

14



様々な公共サービスを補完する

テクノロジーを活用し持続可能な地域経営を目指すことができる

持続可能なまちづくりとしてのシェアリングシティ

15
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シェアリングによる共助の防災

避難・宿泊・休憩スペース、バッテリー、医療・家屋修繕等の

専門スキル、フードトラックなど、防災・復興の現場で不足し

ている様々なリソースを補うシェアリングエコノミープラット

フォームの活用。



敷金・礼金ゼロ、更新料ゼロ、
退去費用ゼロ。帰らない日分の家賃が下がる
仕組み。

企業や自治体などの有志団体によって自社オ
フィスや全国各地に拠点を整備・シェアし合う、
プラットフォーム

農業人材のシェアリングによって繁忙期の人手不足問
題を解決。シェアグリは、農業体験をしたい人と農家を
マッチングし、人手不足を解決する

個人が地域案内や地域のコンテンツを提供する
体験をオンライン提供。オンラインスナック、フィッ
トネスなど様々なオンライン体験が広がる

関係人口の推進に親和性のあるシェアリング

地域の季節的・短期的な人手不足を、
地域へ行きたい若者のスキルシェアで
解決

月額４万円から全国100カ所のシェアハ
ウスに住み放題。各拠点に地域コーディ
ネーターとなる家守が居住

17
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関係人口とシェアリング

訪問者 
◯移動や滞在にかかるコスト・負担の低減
・多拠点居住はしたいが家や車を新たに
「所有」したい若者はいない。コスト意外にも柔軟
  性と気軽さが価値。

◯ローカルな「市民」とつながれる
・組織や団体を挟まずに、直接個人と個人の

つながりを無数に産むことができる

○地域での仕事・副業の創出

・本業は会社の仕事をしながら、古民家を民泊にする、
畑をシェアする、などの提供者側にすぐになることが
できる。

◯教育のシェア
・デュアルスクール・子供留学・ホームスクーリング

地域
◯「つながり創出」の持続可能な運営モデル

・自治体等がゼロからサイトなどを立ち上げ不要
・持続可能な形で運用することができる
・集客もプラットフォームに依存

 ◯副業としての関係案内人・受け入れ口を増やす
・専業ではできないが副業としてシェアサービス

ホストになる利用者が関係案内人になり得る

○オンライン関係人口 ⇆ オフライン関係人口との
柔軟な切り替えができる

・同じプラットフォーム上でつながりを維持した
ままオンライン・オフラインの切り替えが可能

◯安心・安全の担保
・直接取引よりも保険やトラブル防止の仕組みなどが

整っている

　　

 
 

シェアリング 
エコノミー 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企業

行政

市民

サービス、飲食店、
エンターテイメント

公園、公道、公共施設

住居
商業
施設

公共
施設

企業主導

主目的：私益
Profit Driven 

原理：競争力・効率

 

行政主導

主目的：公助・公益
Justice Driven 

原理：公平性・強制力

市民主導

主目的：共益・共助

Mission Driven 

原理：協働・信頼・
社会関係資本・
シビックプライド

 一方で、以下の理由から市民主導が起こしづらい

・社会関係資本（家族や会社の関係変化）

・協働（生活における必然性の低下）

・信頼（格差の拡大）

・シビックプライド（お客様市民）

共助を再構築していくことが持続可能性を高める
近代におけるまちづくりは行政と企業が主導、市民は「サービスを利用するお客様」だった。

市民主導のまちづくりを支援していくことが持続可能な地域社会につながるのではないか。

・民泊による観光客との交流
・子育て・介護のシェア
・遊休資産の共有
・災害時のたすけあい
・ペットの散歩・預かりあい
・シェアハウス 
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シェアリングが貢献する
ヒューマン・デジタル・グリーン

方向性 シェア

ヒューマン
一部の人から誰でもできるへ

移動における経済負担を軽減
地域の人・コミュニティとつながる

場所によらない仕事をつくる

デジタル 一方向から双方向へ

行政・企業に頼らずに
個人と個人をつなげる
地方と都市をつなげる

グリーン
消費主義から循環主義へ

新しいものをつくらずに
遊休資産の発掘・利活用を促す




